
◎　施策の基本情報

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取り組み実績

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

Ｃ

■成果指標「職場や学校、地域など身のまわりで、男女の平等が図られて入ると感じる市民の割合」・・・【達成度　ｃ】
H24からH25に上昇したものの、H26においてはH25に比べて減少している。推進員による出前講座の減少（H25　5回
H26　3回）などが要因として考えられる。
■成果指標「審議会委員等に占める女性の割合」・・・【達成度　b】
H25においては、H24に比べて1.4%減少したが、H26にはH25に比べて0.7％増加した。庁内に審議会等にかかるガイドライ
ンにおける女性委員の登用率35％が浸透してきていることが考えられるが、反面、審議会の委員構成が団体の代表等に固
定化されていることなどが、目標数値に届かない要因とも考えられる。

実績値

目標値

実績値

目標値

32.5 35.0

実績値 28.2 29.9 28.5 29.2

審議会委員等に占め
る女性の割合

市政に関する市民の意見を
反映することなどを目的に設
置される審議会等に、女性
がどれくらい参画しているか
を測る指標を設定する。

法律または条令により設置された附
属機関及び法律、条例の規定に基
づかず、市政に関する市民の意見
を反映すること等を目的として要綱
等により設置された私的諮問機関
の毎年10月１日時点での女性委員
の占める割合

％

目標値 30.0

47.0 48.5 50.0

実績値 43.3 45.7 43.8

Ｈ２７ Ｈ２８
(基準年度)

職場や学校、地域など
身のまわりで、男女の
平等が図られていると
感じる市民の割合

市民が日常生活において、
男女の平等が図られていると
感じている度合いを測る指
標として設定する。

まちづくり市民アンケート「あなたは
職場や学校、地域など、あなたの身
のまわりで男女の平等が図られてい
ると思いますか」の設問に対し、そう
思う、どちらかというとそう思うと回答
した市民の割合

％

目標値

（１）男女共同参画社会の推進
○男女共同参画に関する情報提供と相談機能の充実
・市広報紙における情報提供2回　　男女共同参画に関する相談窓口の設置　　ミニライブラリーの開設
○学習講座やワークショップ等の開催
・男女共同参画学習講座3回、男女共同参画講演会「男女共同参画の視点から防災・地域づくりを考える」1回、DV防止について考えるセミナー1回、出前講座3
回、サポーター養成講座等参加支援（サポーター養成講座参加者5人　サポーター養成講座「上級講座」参加者2人）
○審議会等への女性の登用推進
・審議会等ガイドラインの周知

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測ることにしたの

か）

成果指標の測定企画

（どのように実績を把握するのか）
単位

数値
区分

Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２５

Ｈ２６
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お互いを尊重し、持っている特
性と能力を活かし合い、まちづく
りを行っています

施策
主管課

地域づくり課
施策主管
課長名

久保田　留美子政策№ 4-2 政策名

施策№ 3 施策名
男女共同参画の
浸透

施策の
目指す姿

男女が社会の対等なパート
ナーとしてお互いを尊重して
います

総
合
計
画
中
期
プ
ラ
ン

現状と課題

参画・協働のまち
づくり

政策の
目指す姿

・男女共同参画社会の言葉の認知度は高まってきていますが、市民一人ひとりの行動に結びついていない状況です。
・女性の社会進出が進む一方で、社会全体や身近な地域における意思決定の場に参画している女性の数は未だ少数であ
り、女性の意見が十分反映されているとは言い難い状況です。

関係課名
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４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証

６　施策の総合的な評価

（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか）

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）
・事業参加者へのアンケートでは、事業内容への満足度は高いことから、意識啓発や講座や講演会の企画や周知方法の工夫などにより、成
果の向上は期待できる。

（新たに取り組むべき事業はないか）
・サポーター養成講座修了者や講座受講修了者などから、男女共同参画推進員への人材確保なども必要である。

番
号

１

（課題）
・男女共同参画の意識啓発にかかる講座や講演会などの開催にあたっては、さらに多くの市民が参加する周知方法、内容の工夫が必要で
ある。
・男女共同参画推進員などへの人材養成が必要である。
・市の審議会等に占める女性の割合を高めるように、庁内での意識改革が必要である。
（今後の方向性）
・講座や講演会への多くの市民の参加を求めるために、内容の周知や企画の工夫を検討する。
・サポーター養成講座修了者や講座受講修了者から、男女共同参画推進員への人材登用ができるよう内容の工夫や流れの構築を検討す
る。
・男女共同参画推進員による身近な出前講座の周知を図る。　・審議会等に占める女性の割合をより高めるために、庁内で職員の意識改革
につなぐ研修を行う。

担当課事務事業名

事業内容（実績）

花巻市男女共同参画基本計画による「男と女が、自立し、対等な人間として尊重し合い、ともに参画するまち」の実現
に向け、啓発等の事業を実施（講座や講演会の開催数10回　　広報紙等による情報の提供回数24回）

男女共同参画推進事業 地域づくり課

Ａ Ｂ

施策への貢献度

直結度 成果

－施策評価シート2－


